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残留する 8量が約 2 0 銘以上のものでは約 5 ~ 1 0 猪のものに比べて凝固割れ感受性が高いことを示し
ている。また二相ステンレス鋼の凝固割れ感受性はほぼ同ーの残留 8量を有するフェライト系ステンレ
ス鋼のそれに比して高いことも明らかにしている。
(2) 液体 Sn急冷、法を用いて各種ステンレス鋼の凝固過程が 8相のみが初晶として生成する単純なものであ
あるにもかかわらず，同一の凝固過程を示すフェライト系ステンレス鋼に比して割れ感受性が高い理由
は凝固時に残留融液がより低温にまで残り易いためで=ある乙とを示している。







(5) N含有量を約 0.03%にまで低減させると共に，約 4.0 ~ 4.5 郊のMo を含有さ世ることによって，
耐食性を低下させずに凝固割れ感受性の低い二相ステンレス鋼の開発が可能であるという指針を与えて
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いる。
以上のように，本論文は二相ステンレス鋼の高温割れの特徴およびその原因と防止法に対して，冶金学
的な実験および理論的な解析によって多くの新しい知見を得ると共に，今後の溶接技術の進歩に有用な基
礎資料を与えており，その成果は溶接工学ならびに工業上寄与するところが大きい。よって，本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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